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事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成26年度～
平成28年度

会計 款 項 目

一般会
計

商工業
費

商工費 商工振興費

説明事業

サービス産業支援事業費

戦略項目

担当名:担当名:人材育成・サービス産業担当

なし 07　　　世界水準の中小企業

030104　サービス産業の振興

予算額

決定額 6,2286,228

前年額

6,2286,228 6,2286,228

前年との
対比

財　　源　　内　　訳

一般財源

番号

活力あるサービス産業事業者応援事業

１　事業の概要

　サービス産業の県内経済への影響力は小さい。

　やる気のあるサービス産業事業者を強力に後押しし売

れる新サービスづくり･多店舗化などを成功させ、サー

ビス産業を元気な産業に成長させる。

（１）活力あるサービス産業事業者応援事業 6,228千円

２　事業主体及び負担区分

（県10/10）

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×2.0人＝19,000千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　　活力あるサービス産業事業者の成長(売れる新サービスづくり･多店舗化等)を身近で支援する機関が一つになって
　　強力に後押しする連携モデルを構築するとともに、連携体制の普及を図る。　　　　　　　　　　6,228千円

（２）事業計画
　　　商工団体・金融機関・士業等によるモデルチームを構築し、そこでの事業者に対する連携支援ノウハウを事例
　　発表会等をとおして県内の支援機関現場担当者に伝達することにより連携体制の普及を図る。
　　　また、連携支援により創出される高付加価値サービス事例を蓄積・リリースすることで、より良いサービス創出
　　のヒントにつなげる。

（３）事業効果
　　　モデルチームにより活力ある60事業者の高付加価値サービス創出を支援する。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　　商工団体・金融機関・士業等と連携し活力あるサービス産業事業者の成長を後押しする。

(単位：千円)

分野施策


